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座
間
市
火
災
予
防
条
例
の
改
正

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
一
昨
年
の
条

例
改
正
で
は
、
多
数
の
者
が
集
合

す
る
野
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、

万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

初
期
消
火
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

対
象
火
気
器
具
を
使
用
す
る
出
店

者
へ
の
「
消
火
器
の
準
備
」
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
局
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
条
例
改
正
で
は
、

催
し
の
主
催
者
が
出
店
を
認
め
る

露
店
等
の
予
定
数
が
１
０
０
店
舗

を
超
え
る
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大

会
そ
の
他
大
勢
の
人
が
集
ま
る
野

外
で
の
催
し
に
お
い
て
、
消
防
長

は
主
催
す
る
者
に
意
見
を
聞
き
、

防
火
担
当
者
を
定
め
、
火
災
予
防

上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計
画
を

作
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
計

画
に
基
づ
く
業
務
を
行
わ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
に
際
し
、
実
際

の
現
場
に
お
け
る
指
導
及
び
実
施

体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

前
回
の
改
正
で
は
、

自
治
会
総
連
合
会
、
保
育
園
、
コ

ミ
セ
ン
等
の
団
体
に
出
向
い
て
、

条
例
改
正
の
内
容
等
の
説
明
を
実

施
し
、
市
内
で
行
わ
れ
た
祭
礼
、

縁
日
、
そ
の
他
多
数
の
者
の
集
合

す
る
催
し
に
は
、
予
防
課
職
員
が

巡
回
し
、
消
火
器
の
設
置
に
つ
い

て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
各
団
体
へ
出
向
き
、
条
例
改

正
の
内
容
等
の
説
明
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

総括質疑  総括質疑  総括質疑  
　

障
が
い
者
福
祉
費
は
、
障
が
い

者
援
護
施
設
等
の
支
援
と
し
て
２

事
業
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
と
し
て
６
事
業
、
障
が
い
者
健

康
維
持
・
生
活
安
定
と
し
て
１
事

業
で
そ
れ
ぞ
れ
増
額
補
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
増
加
は
、
対

象
者
や
家
族
の
高
齢
化
と
関
係
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
同
福

祉
費
の
傾
向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

相
模
が
丘
仲
よ
し
小
道
再
生
整

備
事
業
費
は
、
市
民
協
働
事
業
と

し
て
４
年
間
か
け
た
再
生
整
備
の

完
成
イ
ベ
ン
ト
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。
完
成
す
れ
ば
、
相
模
が
丘

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
住
民
の

交
流
の
場
と
な
り
、
豊
か
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
場
と
な
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
現
在
で
も
朝
夕
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
人
数
や
、
毎
月
第

３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
朝
市
、

一
大
行
事
の
さ
く
ら
祭
り
、
ひ
な

祭
り
や
七
夕
祭
り
、
竹
灯
り
と
一

緒
に
開
催
さ
れ
る
夕
市
に
集
う
住

民
の
笑
顔
が
物
語
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

障
が
い
者
の
保
護

者
な
ど
が
高
齢
で
面
倒
が
見
ら
れ

な
く
な
り
、
施
設
に
支
援
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
増
加
の
大
き
な
要

因
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
増

加
す
る
傾
向
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

相
模
が
丘
仲
よ
し
小
道

は
、
県
内
で
も
特
色
あ
る
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
な
景
観
資
源
と
し
て
注

目
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
市
外
、
県
外
か
ら
の
来
訪
者
も

含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
と

し
て
も
発
展
し
て
い
く
も
の
と
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
調
整
基
金
の
目
標

額
は
、
標
準
財
政
規
模
の
お
よ
そ

　

％
で
あ
る　

億
円
と
さ
れ
て
い

１０

２２

ま
す
。
今
後
い
か
に
安
定
的
な
市

政
運
営
、
か
つ
各
事
業
を
予
定
ど

お
り
執
行
し
て
い
く
た
め
に
も
目

標
額
に
近
づ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
の
あ

り
方
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

市
長　

財
政
調
整
基
金
は
、
い

わ
ゆ
る
手
持
ち
資
金
、
自
由
に
振

り
分
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
万

が
一
の
財
源
と
し
て
大
変
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
平
成

　

年
２
月
、
緊
急
財
政
対
策
本
部

２４設
置
以
後
、
財
源
の
確
保
と
適
正

な
執
行
管
理
、経
費
節
減
に
努
め
、

不
用
額
を
残
す
な
ど
の
努
力
を
徹

底
し
て
き
た
成
果
も
あ
り
、
財
政

調
整
基
金
の
残
高
は
平
成　

年
度

２３

末
に
３
億
１
２
６
７
万
円
余
で
あ

っ
た
も
の
が
、
平
成　

年
度
末
で

２５

は　

億
７
４
５
６
万
円
余
ま
で
回

１４
復
し
ま
し
た
。

　

今
後
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
扶

助
費
や
公
共
施
設
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費

な
ど
、
地
方
財
政
へ
の
歳
出
圧
力

は
年
々
強
く
な
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

さ
ら
に
は
負
担
の
平
準
化
を
図
る

地
方
債
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
中
で
、
財
政

調
整
基
金
は
財
源
の
一
つ
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
今
後
大
き
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は　

億
円
程
度
と
い
う

２２

目
標
額
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
意

識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
の
デ
リ
バ
リ
ー
方

式
に
よ
る
中
学
校
給
食
の
試
行
に

当
た
り
、
年
度
内
の
契
約
が
必
要

な
た
め
追
加
補
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

喫
食
率　

％
を
想
定
し
て
い
る
と

４０

の
こ
と
で
す
が
、
中
学
校
給
食
を

教
育
課
程
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
、
生
か
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。ま
た
委
託
業
者
に
対
し
、

求
め
る
調
理
委
託
方
針
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

試
行
を
予
定
し
て
い
る
２
校
の

現
在
の
業
者
弁
当
喫
食
率
は
、
最

も
多
い
月
で
も
３
％
に
も
満
た
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
給

食
に
す
る
こ
と
で　

％
の
喫
食
率

４０

を
目
指
す
の
か
、
ま
た
生
徒
、
保

護
者
に
は
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
く
予
定
な
の
か
、
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

教
育
長　

中
学
校
学
習
指
導
要

領
で
は
、
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え

た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣

の
形
成
が
示
さ
れ
て
お
り
、現
在
、

年
に
１
度
程
度
行
っ
て
い
る
小
学

校
栄
養
教
諭
に
よ
る
各
中
学
校
で

の
調
理
を
含
め
た
指
導
、教
育
を
、

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

調
理
委
託
方
式
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
給
食
と
同
様
に
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
心
で
安
全
な

給
食
の
提
供
を
基
本
と
し
、
地
場

産
物
の
使
用
も
含
め
現
在
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
目

標
喫
食
率
は
特
に
設
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
来
年
度
の
２
学
期
以
降

の
試
行
実
施
に
向
け
て
、
６
月
ご

ろ
に
保
護
者
を
対
象
に
試
食
会
、

説
明
会
を
実
施
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

座
間
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

湯
河
原
町
地
域
作
業
所
た
ん
ぽ
ぽ

へ
の
寄
附
金
に
対
し
て
控
除
が
さ

れ
る
よ
う
に
条
例
改
正
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
神
奈
川
県
の

条
例
で
、
地
方
税
法
第　

条
の
２

３７

第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
り
、

控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
を
受
け

入
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を

定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
指
定
さ
れ

た
法
人
に
対
し
て
、
今
回
初
め
て

本
市
で
も
こ
の
よ
う
に
指
定
を
し

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
１
１
年
か
ら
こ
の
よ
う
な
寄

附
金
税
額
控
除
の
制
度
が
始
ま
っ

て
お
り
、
神
奈
川
県
で
は
２
０
１

２
年
２
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
本
年
９

月　

日
に
「
座
間
市
地
方
税
法
第

１２
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
４
号
の

規
定
に
よ
り
控
除
対
象
と
な
る
寄

附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
を
指
定
す
る
た
め
の
手

続
等
を
定
め
る
要
綱
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
要
綱
を
策
定
し
た

背
景
と
も
関
係
し
て
き
ま
す
が
、

市
内
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か

ら
こ
の
件
で
の
相
談
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
相
談
窓
口
の
充
実
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
部
長　

現
在
ま
で
指
定
に

関
し
て
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
相
談
窓
口
に
つ

い
て
は
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
支
援
、
相
談
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
で
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

中
学
校
給
食
試
行
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

調
理
委
託
方
針
は
？

公
明
党
（
上
沢　

本
尚 
議
員
）

障
が
い
者
福
祉
費
の

　
　
　
　
　
　
　

増
加
の
要
因
を
問
う
！

　
　

ざ
ま
大
志
会
（
松
橋　

淳
郎 
議
員
）

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

当
局
の
対
応
を
問
う

新
政
い
さ
ま
（
京
免　

康
彦 
議
員
）

財
政
調
整
基
金
の
あ
り
方
と

　
　
　
　
　
　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

座
間
市
で
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
へ
の

寄
附
金
税
額
控
除
は

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　

・　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

１１

１７

協
議
会
第　

回
理
事
会 

８２

…
東
京
都
千
代
田
区

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２０

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２５

　
　
　

・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

２７

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

２８

　

・
４
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

１２
　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

５
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　

８
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１０

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１２

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
会

１５

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１７

　
　
　

・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

１９

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２２

第
２
回
定
例
会

　
　
　

・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

２５

第
２
回
定
例
会

１
・　

・
公
明
党
、
ざ
ま
大
志
会
行

１９

政
視
察
…
石
川
県
加
賀
市
、

富
山
県
射
水
市
、
富
山
市

（
〜　

）
２１

　
　
　

・
県
央
八
市
議
会
議
長
連
絡

２８

協
議
会
議
員
合
同
研
修 

…
伊
勢
原
市

　
　
　

・
兵
庫
県
赤
穂
市
議
会
視
察

来
庁

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

３０

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。３
月
、

６
月
、
９
月
、　

月
の
年
４

１２

回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
に
お

い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締

め
切
り
日
に
つ
い
て
は
、
議

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

1
０
４
６（
２
５
２
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８
７
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請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て


